
なは女性センター開館26周年 特別講演 

沖縄、若年妊娠・出産を考える 

      ― 調査と支援の現場から 

講師プロフィール：上間陽子 

 琉球大学教育学研究科教授。若年出産を支援するシェルター「おに

わ」共同代表。2016年の夏にうるま市で起こった、元海兵隊員（当時米

軍属）による殺人事件をきっかけに沖縄の性暴力について書くことを決

め、翌年に『裸足で逃げる』（太田出版2017）を出版した。その後『海

をあげる』（筑摩書房2020）、心理カウンセラーの信田さよ子さんとの

対談本『言葉を失ったあとで』（筑摩書房2021）を発行。2022年8月に

は、『沖縄こども白書』（かもがわ出版）を刊行した。 

講師：上間陽子（琉球大学教育学研究科教授） 

日時：2022年10月1日（土曜日）午後３時30分～６時00分 

場所：沖縄大学（3号館101教室） 

定員：100名（事前申込/先着順） 

対象：関心のある方 

―語りだそうとするひとがいて、それを聞こうとするひとがいる場所は、やっぱり希望なのだと思う。 

              （信田さよ子、上間陽子著『言葉を失ったあとで』（筑摩書房2021）より引用） 

 

 
若年で妊娠・出産を経験する女性たちが生きている環境とその背景には、

どのような問題や課題があるのでしょうか。 

社会から孤立した出産や育児ではなく、親子の権利を尊重した社会づくり

について、調査研究と支援に携わる琉球大学教授の上間陽子さんを迎え、

参加者と共に考えます。 

 

お問い合わせ＆講座のお申込み▼ 

  電話：098-951-3203 FAX：098-951-3204   

  メール：s-heidan002@city.naha.lg.jp  

 

QRコードからも参加受付可能です▼ 

主催：那覇市 後援：沖縄大学 


